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信越化学、画期的なリサイクルシステムを確立

信越化学工業株式会社（本社：東京、社長：金川千尋）は、このほど直江津工場（新潟県上越市）で、塩水を回収しリサイクル使用する画期的な新システムを開発し、2005年７月から本格的に稼動を開始した。（別紙資料参照）信越グループでは、従来より環境保全の推進に努めてきており、この新システムの稼動により大きなテーマとして注力している排出物の大幅削減を達成することができる。

直江津工場の主力製品であるメチルセルロースの製造工程で発生する排ガス・排水を一括処理し、その過程で派生する塩水を回収して電解工程に再投入し、同じく直江津工場の主力製品であるか性ソーダの原料として活用するもの。本システムは、処理・回収・再投入の一連のクローズドプロセスを確立させた、画期的なリサイクルシステムである。

メチルセルロースの製造では塩化メチルが原料として使用され、製造工程で発生する排ガスには塩化メチルとＶＯＣ（有機化合物）が含まれている。当社は、これら排出物の削減と有効活用を自主的に課題として取り組んできた。本システムでは、この排ガスとメチルセルロースの製造工程で発生する排水を一括して燃焼させることで、エネルギーと高純度の塩水(NaCl)を回収し、電解工程にリサイクルする。なお、回収した塩水は原塩と比較してはるかに高純度で、特別な処理を施すことなく電解工程へ再投入することが可能である。

　

このシステムの導入により、直江津工場における塩化メチルとＶＯＣの排出量は、従来に比べ10分の１以下に削減出来る見込み。また、次のステップとして、メチルセルロースの別の製造ラインで発生する排水も一括燃焼させるシステムへの改良を検討中であり、改良後は、直江津工場における現在の塩の使用量の約10％にあたる量を、このシステムにより回収できる見込みである。

　今後も信越グループは、ゼロ・エミッションの達成に向け、さらなる活動を世界の全事業所において展開していく。

以上

この件に関するお問い合わせは

信越化学工業株式会社　広報部　中村、小石川

Tel０３－３２４６－５０９１までお願い致します。
